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研究成果の概要（和文）：日本語学習者の聴解力を客観的に評価する基準を得るために、中国語
母語・英語母語の日本語学習者を対象に、認知的要因を中心に聴解力との関係を実験で検証し
た。両母語話者において関係があることが示されたのは作動記憶容量と語彙力であった。また、
音韻的作動記憶、語彙は聴解との関係に関して２つの母語で同様の傾向がみられたが、作動記
憶は異なる傾向がみられた。さらに、音韻的作動記憶の能力を測定する日本語学習者用のツー
ルを開発した点も成果として挙げられる。 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigated whether cognitive factors and listening 
comprehension ability in Japanese are related or not to Japanese learners of 
Chinese-speakers and English-speakers. Some relations are showed between listening 
comprehension ability and working memory capacity or vocabulary in both language speakers. 
However, the same tendency was seen in both language speakers on the relation between 
phonological working memory or vocabulary, different tendency was seen on the relation 
between the listening comprehension ability and working memory. Furthermore, it is 
included in the results that a tool for assessing the phonological working memory ability 
for Japanese language learners was constructed. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1)第二言語としての日本語習得研究に

おいて、聴解に関わる要因を広範に扱
った研究は見当たらない。 

 
(2)日本語教育においては、聴解の研究自

体が進んでいないため、聴解力測定の
基準はいまだ曖昧であり、教育現場で
の聴解試験で使用される材料の提示
速度や提示量などは直感に頼ってい
る部分が多い。現在、標準的とされて
いる評価基準も判断が評価者に委ね
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られている表現が多い。 
 

以上のような現状から、聴解試験の評
価基準は教育機関や教師ごとにバラバラ
であり、共通の基準の開発が期待される。 
 
２． 研究の目的 
(1) 日本語学習者の「聞く」技能の具体的で

普遍的な評価基準を作成する。 
 

(2)(1) の基準に基づいて、学習者に不足し
ている項目を指摘し、学習方法を提案する。 

 
(3)(1)の基準を公開することで、日本語指導
者が学習者のレベルに適した等質な聴解問
題を安定的に作成することができるために
貢献する。 

 
３． 研究の方法 
 以下の４つのステップで研究を進めた。 
(1)聴解に関わる要因の網羅的な確認 

聴解材料の要因、学習者側の要因、環境要
因など様々な要因が考えられるため、先行研
究のみならず、公開されている標準テスト、
市販の日本語教材等にもあたり、聴解に関わ
る要因を抽出した。 
 
(2)評価項目の選定 

客観性・信頼性を持たせるために、中でも
量的で数値化できる項目を優先させた。本研
究の特徴でもある認知に関する項目も重点
的に取り上げた。 

 
(3)評価項目の数値的な評価基準を得るため
の調査・実験 

(2)で選定された各項目について、習熟度
が幅広く、数的なボリュームも大きいと考え
られる中級学習者を対象に調査を行った。ま
ず日本国内の留学生を対象に、パイロット・
スタディを行い、調査項目や調査方法を確定
した後に国外の学習者に対して実験を実施
した。国外の学習者は、最も学習者の多い中
国語母語話者、最も分布範囲の広い英語母語
話者を調査対象とした。 
 
(4)研究成果の公開 
 １つの学会誌に論文掲載および４つの学
会発表を行い、成果を公開した。 
 
４．研究成果 
(1)聴解に関わる要因とその測定方法の確立 
音韻的作動記憶とその測定 

－非単語反復課題１．２の作成 
問題と目的：短時間の音声情報の保持と処

理を担うシステムである音韻的作動記憶
（phonological working memory）は、幼児を
対象とした母語の研究（e.g., Baddeley, 

Gathercole, & Papagno, 1998）や、学習者を
対象とした第二言語（e.g., Hu, 2003）に関
する研究がなされ、新しい単語の習得とも関
連があることが指摘されている。また、音韻
的作動記憶は、母語の言語処理能力、獲得過
程に限定されず、第二言語の処理過程におい
ても大きく関わる（山口,2011）ことから、第
二言語の聴解力との関わりも考えられる。こ
の音韻的作動記憶の能力を測定することで、
日本語学習者の単語習得の能力や聴解力を予
測できれば、学習の初期段階からより適切な
指導が可能となるだろう。 

音韻的作動記憶の能力を測定する際に用い
られる代表的な方法の一つにGathercoleらの
グループが開発したCNRep（Children’s Test 
of Nonword Repetition）がある。これは単語
としては存在しない音の羅列（非単語）を聴
覚提示し、それを口頭で即時再生（反復）さ
せる課題である。本研究では、CNRepの考え方
に基づき、２つのステップを経て日本語学習
者向けの課題を作成した。ここではその開発
過程について述べる。 
① 日本語学習者向け課題１の作成 
日本語版の非単語は、川上（1996）、梅本ら

（1955）で提示されている仮名３文字または
２文字の非単語を組み合わせ、４～９拍（各
８語、例「いむては」）の 48 語を作成した。
無意味語は拍数に関してランダムに配置し、
日本語を母語とする成人女性が音声を録音
した。語と語の間隔は４秒に設定した。課題
の妥当性を検証するため、日本語母語話者と
日本語学習者を対象に実験を行った。 

参加者：日本語を母語とする大学生および
大学院生計 20 名、日本国内の大学で日本語
を学ぶ中級学習者計 25 名（漢字系 16 名／非
漢字系９名）。 

方法：個別実験。非単語の音声をヘッドフ
ォンで聴覚提示し、参加者は聞こえた単語を
口頭で繰り返した。 

結果と考察：日本語母語話者でも８、９拍
の正答率は 50％未満であった。母語の音韻で
あっても８拍を超えると音韻を短時間保持
しつつ処理するのが困難になることが分か
る。学習者の各拍の正答率は拍数が増えるに
つれて低くなる傾向がみられた（４拍 88.0%、
５拍 76.4%、６拍 61.5%、７拍 44.5%、８拍
19.2%、９拍 16.5%）。 

テスト結果から本課題には次のような問
題点が挙げられた。８拍および９拍は非常に
正答率が低く、課題として不適切だと考えら
れる。また、拍数にかかわらず、学習者も母
語話者も正答率が低い項目があった。その理
由として、課題１では語の無意味度に重点を
置いていたため、日本語として存在しないよ
うな音韻の並びが含まれていたことが考え
られる。 
② 日本語学習者向け課題２の作成 



 

 

課題１の問題点を踏まえ、主に以下の４点
を改善した課題２を作成した。①拍数を４～
７拍に変更。②音韻の並びを日本語として自
然なものにするため、日本語に存在する語の
音の順番を並べ替えることで非単語を作成
した。『日本語能力試験出題基準（改訂版）』
３級以下の語彙から３～５拍の語を抽出し、
３文字目の音を１文字目に移動させて語を
作成した。６、７拍語は複数の語を組み合わ
せて作成した。③テストの精度を上げるため、
１つの拍の語数を８から 10 に増やし、全部
で 40 語とした。④参加者の疲労を軽減する
ため、課題の中間に休憩時間を設けた。 

参加者：日本語を母語とする大学生および
大学院生計 20 名、中国およびオーストラリ
アの大学で日本語を学ぶ中級学習者計 110名
（中国語母語話者 71 名／英語母語話者 39
名）。方法：課題１と同様。 

結果と考察：日本語母語話者では、いずれ
の拍においても 90％前後の正答率が示され
た。学習者の各拍の正答率は４拍 96.8%、５
拍 79.0％、６拍 75.9％、７拍 67.5％と拍数
が多くなるにつれて正答率は低くなった。同
じ学習者でないため直接比較はできないが、
全体に課題１よりも正答率が高く、最も低い
７拍でも 60％を超えていた。なお、基準関連
妥当性をみるために、参加者の作動記憶容量
も測定し、課題２との相関係数を算出したと
ころ、r=.33 の相関がみられた。したがって、
課題２で測定した音韻的作動記憶の能力と
作動記憶容量との関係がある程度示された
ことになる。本研究では、湯澤（2008）に従
い、音韻的作動記憶を作動記憶の下位システ
ムである音韻ループの働きを指すと考える
ことから、課題２は音韻的作動記憶の能力を
ある程度適切に測定していることが示唆さ
れた。 
 
(2)中国語母語話者の調査 
－中国・上海海事大学における調査の報告 
① 音韻的作動記憶と聴解 
 問題と目的：前述のように、音韻的作動記
憶の能力を測定することで聴解力が予測で
きる可能性を検証するため、非単語反復課題
を用いて測定を行った。 

実験参加者：中国の大学で日本語を学ぶ中
級学習者 70 名。２年生 34 名（平均日本語学
習歴：1.1 年）、３年生 36 名（同：2.1 年）。 
 結果と考察：全体の相関係数を算出したと
ころ、r=.23 で学年間に大きな差はなかった。
本研究で対象とした中級学習者の一時点に
おいては、音韻的作動記憶の能力と聴解力と
の間に関わりはほとんどみられなかった。 
 
② 材料の提示速度と聴解 

問題と目的：従来の研究では速度調節の際
にポーズの挿入位置や長さを用いた研究が

いくつかみられるが、文章の提示速度そのも
のに焦点を当てたものは多くない。文章の提
示速度を操作し、英語学習者を対象とした
Zhao(1997)では、スピードが遅い方が理解度
が高いという結果となり、Griffiths（1990, 
1992）では、遅い・普通・速い、の３つの速
度を設定したところ、「速い」のみ理解度が
落ちるという結果がみられた。 

また、材料の性質も理解や記憶に影響を与
えることが考えられる。谷口（1999）、堀場
(2002）らによると、説明文の情報構造にお
いて上位の階層にあるものは重要だと判断
され、再生にも含まれやすくなる。説明的な
内容を聴く場合、「十分に理解できた」とは、
材料の主要な内容に注意を向け、記憶される
ことと考える。 

本研究では、材料の提示速度とスクリプト
タイプが日本語学習者の聴解に影響を与え
るかどうかを検討する。そのために、具体的
な速度を設定したうえで、異なるスクリプト
における学習者の理解・記憶を、自由再生課
題を用いて検討した。 

実験参加者：①と同様。 
材料：２つ用意された。難易度を一定にす
るため、J.TEST 実用日本語検定の練習問題集
E-F レベル 2008 年改訂版の「聴解」セクショ
ンから、説明問題を２問抽出した。抽出する
際には、一定の長さがあること、文化的な相
違による影響が少ないテーマや内容である
こと、読み手の性別を統一すること（本実験
では女性）などに留意した。その結果、銀行
をテーマとしたもの（以下、「銀行」）と、手
紙と eメールをテーマにしたもの（以下「手
紙」）の２つに絞られた。「銀行」（232 拍・13
アイデアユニット、以下「IU」）は情報を述
べる内容であり、「手紙」（252 拍・19IU）は
筆者の主張を述べる内容であった。一つは元
の速度（以下、「オリジナル」とする）で調
査対象者が十分理解できる速度だと考えら
れる。もう一つの「速い」文の速度は NHK ラ
ジオニュースの「ふつう」と同等に設定した。 
 手続き：個別実験。「銀行」と「手紙」を、
一つはオリジナルの速さで、一つは「速い」
の速さで１回ずつ聴かせた。その後４分の間
に日本語で「友達に伝えるつもりで」解答用
紙に記述して再生するよう教示した。文を聴
いている間はメモを取らないよう指示した。 

結果と考察：本研究では、速度によって理
解度に差がみられないという結果だった。先
行研究では速度が遅い方が理解度が高いと
いう結果が得られており、本研究の結果とは
異なる。しかし、Griffiths (1990)では、「遅
い」「普通」「速い」の３つの速度が設定され、
「速い」のみ理解度が低いという結果であっ
た。本研究で設定した速度は、「速い」は日
本語母語話者にとっての「ふつう」の速度で
あった。したがって、本研究の対象者の理解



 

 

を妨げるほどの速さではなかったことが考
えられる。また、習熟度による差を検討した
ところ、理解・記憶の量において違いがみら
れた。さらに、どのような内容が再生された
かを重要な部分の割合によって検討したと
ころ、いずれの材料においても差がみられな
かった。したがって、理解された内容の構造
に違いはなかったことが推測される。 

本研究では日本語学習者の聴解に関わる
要因として、提示速度とスクリプトタイプを
取り上げ、習熟度との関係を検討した。その
結果、本研究で設定した速度やスクリプトタ
イプでは違いが見られなかったが、習熟度に
よる理解度の差はあることが確認された。こ
の結果から、学習者に合ったレベルのスクリ
プトであれば、速度が日本語母語話者にとっ
ての普通の速さであってもある程度の理解
が可能であることが示された。 
 
③ 作動記憶と聴解 

問題と目的：作動記憶(working memory)は、
短期記憶から発展した、情報の処理と保持を
並行して行う記憶の概念である。言語理解、
などの高度な認知活動で重要な役割を果た
すとされており、L1、L2 の読解力や聴解力と
の関連が先行研究で指摘されている（e.g., 
苧阪・苧阪 1994）。その容量には個人差が
あるとされており、作動記憶容量の測定につ
いては Daneman & Carpenter(1980)を嚆矢と
するリーディングスパンテスト(reading 
span test)、リスニングスパンテスト
(listening span test)が広く普及している。
本研究では、松見・福田・古本・邱（2009）
で開発された日本語学習者向けのリスニン
グスパンテストを使用し、学習者の作動記憶
容量を測定した。 

実験参加者：①②と同様。 
手続き：12～19 音節から構成された短い日

本語文を聴覚提示し、内容の正誤判断を行う
と同時に文頭の語を記憶する課題が与えら
れた。文の数は２文から５文まで増えた。 
参加者は筆記で解答した。正誤判断と語の保
持の両方が正解で１点として採点された。 
結果と考察：42 点満点で全体の平均点は

25.7、２年生の平均点は 23.1、３年生の平均
点は 28.6 で学年間には差がみられた。聴解
力との相関をみたところ、全体で r =.50 の
比較的強い相関がみられた。学年別では、２
年生で r =.18 と弱い一方、3 年生で r =.67
とかなり強い相関がみられた。このことから、
学習者の習熟度によって聴解力と作動記憶
容量の関係の強さには違いがあり、学習年数
が短く習熟度が比較的低い場合に弱く、年数
が長く習熟度が比較的高い場合に強くなる
可能性が示された。 
 
④ 語彙と聴解 

語彙知識が聴解に与える影響は、読解ほど
ではないが、大きいことが三國・小森・近藤
(2005)で示されていることから、認知的要因
以外の要因として、本研究でも語彙力と聴解
力との関係を確認した。 

手続き：本研究の対象者に対して適切な難
易度にするため、J.TEST 過去問題集(2009)
の A-D レベルと E-F レベルの問題から構成し
たテストを作成し、実施した。解答は筆記に
よる多肢選択方式であった。 

結果と考察：聴解力と語彙力で相関を算出
したところ、全体で r =.59 の強い相関がみ
られた。学年別では２年生で r =.46、３年生
で r =.57 といずれにおいても比較的強い相
関がみられた。次に語彙力の高さによる聴解
力との関係をみた。語彙力高群（正答率 60％
以上）と低群（同 60％未満）の２群に分け、
それぞれ語彙力と聴解力の相関をみたとこ
ろ、低群では弱い相関しかみられなかったが
（r=.12）、高群では比較的強い相関がみられ
た（r=.51）。このことから、語彙力が低い場
合には聴解力との関係はあまりないが、高い
場合には関係が強い、つまり、語彙力が高け
れば聴解力も高いことが示唆された。 
 
⑤ 中国語母語話者のまとめ  

聴解力に影響を与える要因として、音韻的
作動記憶の能力、材料の提示速度、作動記憶
容量、語彙力を取り上げ、検討を行った。そ
の結果、本研究で対象とした学習者に関して
は、音韻的作動記憶の能力と聴解力で強い関
わりはみられなかった。提示速度およびスク
リプトタイプでは本研究で設定したもので
は理解度に影響はみられず、習者に合ったレ
ベルのスクリプトであれば、速度が日本語母
語話者にとっての普通の速さであってもあ
る程度の理解が可能であることが示された。
作動記憶容量は聴解力との間で比較的強い
相関がみられ、その傾向は習熟度が高い学習
者で強くみられた。語彙力では習熟度にかか
わらず比較的強い相関がみられ、語彙力の高
低で分けたところ、低群では聴解力との相関
が弱かったが、高群では比較的強い相関がみ
られたことから、語彙力が高い場合には聴解
力との関係が強い、つまり、語彙力が高けれ
ば聴解力も高いことが示された。 
 
(2) 英語母語話者の調査－オーストラリア・

シドニー大学における調査の報告 
日本語学習者において最も分布の範囲が

広いと考えられる英語母語学習者を対象と
した調査を行った。各調査の目的は中国語母
語話者の場合と同様であるため、紙幅の関係
でここでは割愛する。 
①� 音韻的作動記憶と聴解 

実験参加者：シドニー大学で日本語を学習
する学生 39 名（レベル３：初級後半 24 名、



 

 

レベル５：中級前半 15 名）であった。 
 結果と考察：全体の相関係数を算出したと
ころ、r=.01 でほとんど相関はなかった。レ
ベル別ではレベル３で r=.01、レベル５で
r=-.23 であり、レベル５では弱い負の相関が
出た。つまり、音韻的作動記憶の能力が低い
ほど聴解力が高いことになる。中国語母語話
者でも弱い相関しかみられなかったが、英語
母語話者とは傾向が異なる。このような結果
となった理由は本研究では明らかでない。 
 
②� 作動記憶と聴解 

実験参加者：①と同様。 
手続き：中国語母語話者と同様。 
結果と考察：42 点満点で全体の平均点は

19.9、レベル３の平均点は 18.6、３年生の平
均点は 24.9 でレベル間に差がみられた。聴
解力との相関をみたところ、全体で r =.35 の
比較的強い相関がみられた。レベル別では、
レベル３で r =.50 と比較的強い一方、レベ
ル５で r =-.02 とほとんどみられなかった。
このことから、学習者の習熟度によって聴解
力と作動記憶容量の関係の強さには違いが
あり、習熟度が比較的低い場合に強く、比較
的高い場合に弱くなる可能性が示された。こ
れは中国語母語話者と全く逆の結果であり、
その原因までは本研究では明かではない。 

 
③ 語彙と聴解 

実験参加者：①②と同様 
手続き：中国語母語話者と同様。 
結果と考察：聴解力と語彙力で相関を算出

したところ、全体で r =.51 の比較的強い相
関がみられた。レベル別ではレベル３で r 
=.61 と強い相関、レベル５で r =.31 と弱い
相関がみられた。次に語彙力の高さによる聴
解力との関係をみた。語彙力高群（正答率
40％以上）と低群（同 40％未満）の２群に分
け、それぞれ語彙力と聴解力の相関をみたと
ころ、低群では弱い相関しかみられなかった
が（r=.26）、高群ではやや強い相関がみられ
た（r=.39）。数値に違いはあるが、これらの
結果の傾向は中国語母語話者と同様であり、
つまり、語彙力が高い場合には、語彙力が高
いほど聴解力が高いといえることが示唆さ
れた。 

 
④ 英語母語学習者のまとめ 

英語母語話者では、作動記憶の能力、作動
記憶容量、語彙力を取り上げ、検討を行った。
その結果、音韻的作動記憶の能力と聴解力で
は関わりはほとんどみられず、習熟度が高い
グループでは弱い負の相関がみられた。その
理由は明らかではない。作動記憶容量では習
熟度による違いがみられ、習熟度が低いグル
ープで比較的強い相関がみられ、高いグルー
プでは全くみられなかった。語彙力では、特

に習熟度が低いグループで強い相関がみら
れ、語彙力の高低で分けたところ、低群では
聴解力との間で弱い相関であったが、高群で
はやや強い相関がみられたことから、語彙力
が高い場合には聴解力との関係が強い、つま
り、語彙力が高ければ聴解力も高いことが示
された。 
 
(3) 本研究全体のまとめと今後の課題 
 本研究の成果としては、日本語学習者の中
で数的に最大規模を持つ中国語母語話者お
よび分布範囲において最大だと考えられる
英語母語話者を対象に、認知的な側面を持つ
要因を中心に、聴解力に与える影響の大きさ
を実証的に検証した点が挙げられる。両者で
影響を与えることが示されたのは、作動記憶
容量と語彙力であった。また、音韻的作動記
憶、語彙では聴解との関係において同様の傾
向がみられたが、作動記憶に関しては、中国
語母語話者と英語母語話者で異なる傾向が
みられた。さらに、成果の一つとして、音韻
的作動記憶の能力を測定する日本語学習者
用のツールを開発した点も挙げられよう。 
 当初の目的であった、評価基準の構築の完
成には更なる検証が必要とされるが、基礎的
なデータは揃いつつあると言える。 

今後は本研究の目的を達成するべく、評価
基準となる客観的な数値を明らかにしたい。
また、音韻的作動記憶の能力は先行研究から
学習初期における重要性が指摘されている
ことから、入門・初級の学習者を対象とした、
聴解力予測についても検討したい。 
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